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〜
国
連
生
物
多
様
性
の
10
年
と

国
際
森
林
年
を
踏
ま
え
て
〜

　

５
月
22
日
（日）
、
東
京
・
青
山
の
国
連
大
学
で
、

農
林
水
産
省
、
環
境
省
及
び
国
連
大
学
が
主
催

す
る「
震
災
復
興
支
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

皇
太
子
殿
下
も
ご
聴
講
さ
れ
る
中
、「
森
は

海
の
恋
人
」で
知
ら
れ
る
畠
は
た
け

山や
ま

重し
げ
あ
つ篤
氏（
牡
蠣

の
森
を
慕
う
会
代
表
、
京
都
大
学
社
会
連
携
教

授
）は
、
基
調
講
演
に
立
ち
、
東
日
本
大
震
災

に
よ
る
自
身
の
被
災
経
験
を
話
し
た
後
、
20
年

に
及
ぶ
山
づ
く
り
活
動
を
踏
ま
え
て
構
築
し
た

良
い
森
が
良
い
海
を
つ
く
る
と
い
う
理
論
や
実

績
の
ほ
か
、
国
際
的
な
成
功
例
も
紹
介
。
震
災

復
興
で
も
山
、
川
、
海
の
つ
な
が
り
だ
け
で
な

く
、
そ
れ
ら
の
関
わ
る
各
分
野
や
地
域
の
関
係

者
の
つ
な
が
り
が
重
要
で
あ
る
と
提
案
。
こ
の

震
災
復
興
を
一
つ
の
好
機
と
と
ら
え
、
多
く
の

つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
熱
い
期
待
を
込

め
た
講
演
で
し
た
。

　

続
く
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
国

連
大
学
副
学
長
で
日
本
造
園
学
会
長
で
も
あ
る

武
内
和
彦
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
に
、
基
調

講
演
し
た
畠
山
氏
を
含
む
７
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
や
構
想
を
説
明
。
そ
の

上
で
、
震
災
復
興
と
森
の
再
生
、
生
物
多
様
性

保
全
が
一
体
的
に
取
り
組
ま
れ
る
た
め
の
方
策

に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
、
林
野
庁
の
末
松
広
行
林
政
部
長

は
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
の
再
生
が
震
災

復
興
に
貢
献
す
る
と
い
う
国
際
森
林
年
国
内
委

員
会
の
議
論
を
紹
介
。
ま
た
、
地
域
内
で
循
環

可
能
な
リ
ス
ク
分
散
型
の
優
れ
た
発
電
方
法
で

あ
る
木
質
を
は
じ
め
と
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

が
、
今
後
の
発
電
体
系
の
一
つ
と
し
て
期
待
さ

れ
る
こ
と
に
も
触
れ
ま
し
た
。

　

３
時
間
半
に
及
ぶ
講
演
、
議
論
に
被
災
地
を

思
う
聴
講
者
の
拍
手
が
鳴
り
や
ま
ぬ
中
で
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。
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５
月
22
日
（日）
、
東
京
・
青
山
の
国
連
大
学
で
、
農
林
水
産
省
、
環
境
省
及
び
国
連
大
学
が

主
催
す
る
「
震
災
復
興
支
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

国際森林年の趣旨
や震災復興に向け
ての考え方を説明
する末松林政部長

左上：基調講演する畠山氏
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